





Of learning of the discharge guidance that the student who thought 
from the viewpoint of human care carried out and the future problem 
: The meaning analysis of the nursing experience 
Kiyomi KIKUCHI， Miwako HISHIKARI， Keiko OKUY AMA・6
A purpose of this study is to clarify a characteristic and a problem of the learning of the 
guidance at the discharge that 1 carried out in adult nursing science training 1 analyzed case 
summary from the viewpoint of human care as a study method in quality. As a result， the 
student learned necessity of the discharge guidance to perform at a point of view of the human 
care five. The problem is three points such as reinforcement of the life assessment. a device of 










































































































































1回目 20名 (6O. 6%) 
但旦目 7名 (21. 2%) 基礎看護学実習H
成人看護学I、母性看護さ子:




























退院 11寺指導を実施するに当たり ~-J~ ij学習を 数 % 
行った内容
受持ち患者の病態 27 33.3 




情報収集の内容同{1m 16 19.8 
食事指導の方法、パンフレットの作成の方法 4 5.0 
栄養表 1.2 
文化のifl;ぃ 1.2 
腸内品目的について 1. 2 






































































































































































































































































































































































背景附子 21 環境附子の抱鑑 の確認
複数回答有
教 退院時指導の必要性を考えた具体的な場而 数%
7 11.也li'に教科書の知績を利用して生活指導が必躯だったから 3.3 
竺主1:主竺土空竺!三三仁三空旦と主iI'G 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一L~__
t且li'出品Z織が、病気は生活習慣から作られたものだと思っていない 1 8 3.8 
47 卜一一一一 ーー 一ー一一一一ー 一一ー 一一一一一一一一一一一一一一ー ーー ー l 
IJ胤肉は分かっているが、行動に移せないのだよ J という凪有の発言から 1 6 2.8 




止、li'の治療と生情についての認織を確認したから I 12 5.7 
10 トー---------一--------一一一一ー一一一一一___・e・-一一一----一一一一一一一司______-I-_________ー一一ー
止、有に退院後のイメージができているか醐臨したとき I 5 2.4 
18 8.5 
持史警cf)n~ り主tl1l11i，"互0)iI'i1I!lIlJと主主主ー 一ー一一一一一一---"_一一一ー一一一一ー lーと一一一1.4
2 1 l~~主土HI ;t士竺JJt~旦Jg と主!と一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一__L!_~______壬2
忠荷の取り巻く背景悶子を確認 L_ 生活指導の協力体制を確認してから I 5 2.4 










tl :) II~ 竺!主性主主至。主主ー仁三三空主円1"主主:土一一一一一一一一一一一一一一一L_~一一 1.9
空'l<1:t主土土f:.It'.一?fEEEE主三tLiI'三王11:ご三tL~ 'EI日!土主乙ー-一一一__Lし一_土?
空立ー!fー型土主竺主主ー l'"'-"'\!1竺空'O)~よ主1，.'':' ~土i1I!ー竺と "'-il'三:ー一一一一一一一LL___ー 3.3
フアソション結を比ていたから I 1 0.5 
37 卜一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一------------------------------一一一一一一日一一一一一一一ー卜一一一一---------
















食事指導 I 35 
水分制限 I B 
保清:入浴、更衣の方法 1 20 
剖I'fi止(便秘予防、尿監管理) I 9 
運動(時間、種類) 1 B 
移動(車締子) I 6 
内服薬の管理 l 
血圧管理 1 12 
血締管理 1 6 
血液凝同薬管理、外傷予防 1 16 
脂質代謝予防 1 16 
睡眠薬の管理 1 6 
急変時の対応 1 13 
受診日について 1 17 





























指導[主日々 のケアの場面を大いに利用すること I 7 
26 r;，;;~一一ー一一一一一一 T 複合疾忠を持つ患清の生活現鵠は何を中心に指導したらし、L、のか猿理できなし、とたく I， 
さんのζとを患者に求めることになる I ' 
入院前、入院中、週涜後と継続して考えることが大切 I 4 
時竺円向性仔互三竺持土、一竺午'Ii!il.:t.j-J;G民そtjil!j~竪一空三ーと一一一一一一l..~.~
病めるものと見ないで人の人間として人生を生きる生活者としてみること 1 6 
字，ffil三!ヰ!時'I':~-?-C竺竺竪':iò]jl，今，1)， ]!:1l主]jl主主一一一 …ー一..u3
，生きてきたi品保を認めるよと l 59 l:::.: .:.: :'.: :: ::~.:. :.-:.:.:. .. ... ................... ........ ....l 
指導とは、 ，1~.者の生活に応じること I 8 


















ニードを満たすことの大切さ 1 5 13 L -:.-.. _~~ :~_~':"~~:::. _'::._'-:_~:_ ~_~ :_.I ~ _ _  _ _ _ _ _ _ _.. _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ ..._._ _ _ _ _ _ _ .__. _ __ .L
ただ生活の情報を取るのでなく、その人がどんな体験をしているのカゼ思いを聴くこと I1 
その人が満足する生活を考えること I 5 
EI功明開門主主?I':問予三主………ー…ー一一ー .1•1.6 
jl~i-男三~ 一一一ー …ー …一一…ー 一一一一一一L.?…
寄り添う二と 1 6 
42 1心理面への配慮 I42 f ー ー } 
22 I環境と連携









…|あ五Q--- ー ー l 
根拠を説明するのに知識があいまいで説明できないので深めたレ I 7 
早めに指導の必要性を理解して評価できるようにすること I 13 
患者に自ら学習意欲を高めてもらうための工夫 I 7 
指導の際の患者の言語的表現や文化的、知的レベルに応じた表現方法を身につけること I7 
実施の工夫 I~~_;;__-~-~~;~.-;~-~-;:.:;.~.~~~_;;.-~-~-;:-~_;;_.;_~-;;-，~-;-;~-~-，-~:~-~;;_-;:-;;_-;;_-;;;_-~-.;.-_-~-~-:;--~.-I-~-..---T I!患者の生活指導に応じた指導の工夫に幅を広げるために普段のf生活意識を高めること I 6 
に関するこ| 十
と |情報収集の能力とコミュニケーション能力を身につけること L.~ 
経済性を考慮できるようにしたい I 3 
相手のとってプラスとJ問、ってもらえることを伝えられるようになること I 2 
一ー一一一一
時間調整を行うこと I 2 
- 38 
